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エクステンションの日本語化ツール ー「Localise」 

１．概要 

  「com_localise」を使用すると、ユーザー/翻訳者は言語ファイルを編集し、Joomla！用のさまざまな 

   言語パックを作成できます。 

   （＊これは、Joomla本体の言語パックを作成しているツールのようです。） 

２．所在 

  JED（Joomla Extensions Directry） ＞ language ＞   

 

 

                         ・バージョン 4.0.31 

 

                                                  ・最新更新 2018.01.19 

                                                  ・登録 2014.11 

                         ・無料 

                         ・コンポーネント 

 

 

 

 

 

                                                  ・デモ表示なし 

                         ・ドキュメントなし ： 無くても大丈夫 

 

   

                         ・評価 4.5 

                                                           マニュアルがなくても使いやすい 

                              分かり易い 

                              言語パックの作成は容易（自由） 

 



 

３．簡単な利用ガイド 

 ３－１）機能 

     ・サイト、管理者、インストール言語 

     ・言語の作成、編集、削除 

     ・翻訳ファイルの作成、編集、削除、公開、非公開、チェックイン、チェックアウト 

     ・各ファイルと言語の翻訳の進行状況を表示する 

     ・不足している翻訳ファイルを自動的に作成する 

     ・言語インストールアーカイブの作成 

 

 ３－１）インストール 

     ・システムのダウンロード後、Joomla のインストールページから。 

 

 ３－２）初期画面 

    言語メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ・現在の Joomlaのコアの言語パックが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３－３）翻訳メニュー 

     左メニューから「翻訳」メニューをクリックし、対象言語ファイルを絞りこむ。 

    

 

               〇フィルター： 扱う対象言語についての絞り込み 

 

 

    ・「場所の選択」： → 「場所の選択」： サイト（フロント） / 管理画面（バックエンド） 

    ・「言語の選択」    「言語の選択」： Englishu（UnitedKingdom）/Japanese（ja-JP）  

    ・「保存場所の選択」  「保存場所の選択」： グローバル / エクステンション（フォルダー内） 

               「オリジナルの選択」： 不明 / オーバライド / コア 

    ・「オリジナルを選択」 「状態の選択」： 言語で / 存在しない / 参照言語なし / エラー 

               「種類の選択」： コンポーネント / モジュール / プラグイン・・・ 

               「コンテントの状態」：完了 / 未完了 

 

 

  ３－４）アイコンの説明 

    ①アイコンの説明：上部の薄い青バーをクリック。 ここで表示されるアイコンの説明。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ３－５）絞り込んだ翻訳ファイルと状態表示 

   ・左メニューの絞り込みを指定する。下表は該当する日本語言語ファイルの管理表（一覧） 

    翻訳言語の最新の状態が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ↑        ↑          ↑        ↑ 

             アイコン      該当するファイル  翻訳の完了度  翻訳者名 

                       そのパス表示 

 

  ３－６）管理情報（拡大） 

 

   情報  言語  場所    ファイル         翻訳済   フレーズ  翻訳者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

    注１）アイコン例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   注２）翻訳作業画面の選択 

          

 

 

 

 

 

 

                            「フィルター」 

                               

 

 

 

 

 

                               「すべて翻訳」：自動翻訳機能 

  ＊言語翻訳エディター                    （翻訳会社との有償契約要） 

   翻訳枠が広く翻訳部は色付けされ見易い           「すべてリセット」 

   翻訳されると色は背景色はグリーンになる           （翻訳の全消去） 

                                

 

 

 

 

 

翻訳は Joomla の language フォルダーに保存されている 

コアパッケージに全てのコア言語が含まれる 

管理画面で使用する翻訳 
翻訳言語で、基準言語で存在する 

コンポーネントの翻訳ファイル 

 



 

                       ＊ファイルソース： エディター形式の翻訳 

                        未翻訳部はグレー、翻訳済は赤字 

 

 

  ３－６）翻訳のインデックス 例「ja-JP.com_maximenuck.ini」 

    詳細  

     翻訳の XML情報、翻訳ファイルソースでの表示                           

    

                                                                       例 

 

                                   com_maximenuck 

 

                                   com_maximenuck_ja-JP 

 

                                                                      ooya 

                                                                        

                                               9.1.8                                        

                                                                      作成日（カレンダー付） 

                                                                      通常、ルーロからのパス 

                                    admin/language/ja-JP 

                                                                       com.maximenuck.ini 

                                                                      著作権 

                                   追加する著作権 

                                   ライセンス 

                                   完了 / 未完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ３－７）オプション 

    「グローバル設定」タブ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   「en-GBの参照言語と開発者」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 


